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ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
親しい男女の間で振るわれる暴力のことをドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）といいます。

「なぐる」「ける」といったような身体的暴力だけではなく、「外出をさせない」「無視する」

「暴言をはく」「望まない性行為を強要する」など様々な暴力があります。

加害者については、一定の特徴はなく、年齢、学歴、職種、年収に関係がない
といわれます。社会的地位が高く信用がある、あるいは穏やかで人当たりが
良いなど、周囲の人からは「家で暴力を振るっているとは想像できない」と
思われている人もいます。
暴力を認めないまたは暴力を正当化する、暴力を被害者のせいにするなど
加害者のタイプは様々です。

被害者は、「逃げたら殺されるかも
しれない」という強い恐怖から、家
を出る決心がつかないこともあり
ます。 

被害者は暴力を振るわれ続けるこ
とにより、「自分は配偶者から離れ
ることができない」「助けてくれる
人は誰もいない」と
いった無気力状態
に陥ることもありま
す。

「暴力を振るうのは私のことを愛し
ているからだ」「いつか変わってく
れるのではないか」との思いから、
被害者であることを自覚すること
が困難になっ
ていることも
あります。

身体的暴力 精神的暴力 経済的暴力 性的暴力

無力感 複雑な心理

配偶者の収入がなければ生活する
ことが困難な場合は、今後の生活
を考え逃げることができないこと
もあります。

子どもがいる場合は、子どもの安
全や就学の問題などが気にかか
り、逃げることに踏み切れないこと
もあります。

配偶者から逃げる場合、仕事を
辞めなければならないことや、
これまで築いた地域社会での人間
関係など失うものが大きいことも
あります。

経済的問題 子どもの問題 失うもの

ＤＶの種類

なぜ被害者は逃げないのか

加害者の特徴

恐怖感

●平手でうつ
●足でける
●腕をねじる
●引きずりまわす 
 など

●大声でどなる
●なぐるふりをして脅される
●何を言っても無視
●交友関係や電話を細かく
　監視　など

●家に生活費を入れない
●必要なお金を渡さない
●借金を負わせる
 など

●見たくないのにポルノ
ビデオやポルノ雑誌を
見せる

●避妊に協力しない
 など
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デートＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは

ふたりの関係は？　～ デートDV危険度チェック ～

相手と仲良くするために

◆チェックがひとつでもあれば、ふたりの関係を見つめ直してみましょう

そく 　　ばく

デートDV　＝　言葉や態度による暴力　⇒　束 縛

ＤＶは結婚している配偶者間だけで起こるものではありません。高校生や大学生など10代から

20代の若い世代でも「交際相手（恋人）からの暴力」が起きています。愛情があっても相手を束

縛し苦しめていること。これを「デートＤＶ」と呼んでいます。

何があっても暴力を
認めない

どんな事情があった
としても、暴力を振
るうことは、決して
許されません。

あなたが悩んでいたら

ひとりで問題を抱え込むと、ますますつらくなりま
す。親、友達、先生など、信頼できる身近な人に相
談してみましょう。様々な相談機関もあなたからの
相談を待っています。

友達が悩んでいたら

まず、「何か困っていることない?」など声かけが大
事です。友達を批判せず、しっかり話を聞いてみて
ください。また、相談できる場所があることも教え
てあげてください。

自分のことを
大切にする

自分らしさを大切に。
自分の気持ちや体を大
切にして、イヤなこと
は「ＮＯ」と言えること
が対等な関係です。

相手のことも大切にする

暴力は、相手の体や心を傷
つけます。自分の考えを相手
に押し付けず、相手の意見
をしっかりと受け止め、自分
はどう思うのか、相手に伝え
ましょう。

こんなことしていないかな？
　 □ 自分のことを大切にしないと不機嫌になる。
　 □ 自分の意見に従わないと大声でどなる。
　 □ 相手がどこで何をしているのか知らないと気になって仕方がない。
　 □ 相手が携帯電話やメールにすぐに返信をしないとイライラする。
　 □ 相手が自分のことを好きなら、嫌なことでも応じるべきだと思う。

こんなこと感じたことないかな？
　 □ 「バカ」「頭が悪い」など、傷つく言い方をされる。
　 □ 相手を怖いと思うことがある。
　 □ 優しいと思ったら急に意地悪をされる。
　 □ 自分さえ我慢すれば、ふたりの関係はうまくいくものだ。
　 □ 自分の気が進まないことをさせようとする。

あなたや友達が悩んでいたら
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